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平素は、エアバッグ類の適正業務の遂行にご尽力いただきありがとうございます。 

さて、今般2020年1月16日付にて以下メーカーの一部車両において、リコール届出が行われ

ました。つきましては、以下「2.確認手順」に従い、対象車台のリコール対策済みである

かご確認頂き、対策未実施の車台は取外回収をお願いいたします。 

なお、本件届出の「4639」は届出番号「3382」にて、「4640」は「3578」にて、リコ

ール届出を行ったものであるが、改善措置により乾燥剤が入っていないタカタ製の新品インフレ

ータに交換したものについて、再度リコール届出をすることとなりました。 

1.対象車両 

メーカー名 対象車両 部 位 
対策済ｽﾃｯｶｰ 

番号 

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 

平成15年4月～平成16年2月生産の 

「レガシィ」の一部車両 

助手席 

4639 

平成16年1月～平成19年4月生産の 

「インプレッサ」の一部車両 
4640 

リコールの詳細内容、対象車台の範囲については、以下の HP にてご確認ください。 

＜国 土 交 通 省   HP＞ http://www.mlit.go.jp/jidosha/recall.html （2020/1/16） 

＜ＳＵＢＡＲＵ  HP＞ https://www.subaru.co.jp/recall/（2020/1/16） 

＜自  再  協      HP＞ http://www.jarp.org/（2020/1/20 掲載） 

2.確認手順 

 

 

 

 

 

 

 

急 報 

エアバッグのリコール届出が行われました!! 
対象エアバッグの取外回収をお願いします 

対象車両の確認 

｢解体工程 1.1 使用済

自動車/解体自動車の

引取報告｣／「車台詳

細情報」画面 

対策済ステッカー番号の確認 

4639・4640の確認 

 

【確認①②③】 

【確認④】 
【作業①②】 

ステッカー 

有り 

ステッカー無し 

オレンジ以外 

オレンジ 

≪助手席≫ 

エアバッグ 

取外回収 

自
・

動車再
・

資源化協
・

力機構（自再協） 

TEL: 03-5405-6150 / E-mail: info@jarp.org 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/recall.html
https://www.subaru.co.jp/recall/
http://www.jarp.org/


【確認①】対象車両の確認 
◆1.1使用済自動車/解体自動車の引取報告（解体工程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【確認②】対象部位の確認 

◆車台詳細情報画面（解体工程） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

【確認③】処理方法の選択の確認 

◆1.10処理方法選択画面（解体工程） 

 なお、「1.11 エアバッグ類(取外回収)の引渡報告」「1.13 エアバッグ類(車上作動処理)の

引渡報告」でもオレンジ表示が確認できます。 

 

 

 

 

 

１）リコール対象部位は背景色

が「オレンジ」で表示されます 

リコール対象車両は背景色が「オレンジ」で表示されます。 

２）リコールについての「メーカーからのお知らせ」に

対策済ステッカー番号が表示されます。 

 

解体工程「1.1 使用済自動車/解体自動

車の引取報告」にて、背景色が 

「オレンジ」で表示されている車台

が、リコール対象エアバッグ類装備 

車両となります。 

オレンジ表示されている車台の 

「詳細」から車台詳細情報を開き、

リコール対象部位・対策済 ス

テッカー番号をご確認ください。 

＜確認方法・移動報告画面＞ 

間違いなく処理選択されているか必ずご確認ください。 

 

【車上作動契約がある場合】 

リコール対象部位を取外・それ以外の部位を

作動している場合、「取外」「作動」の両方

にチェックをして処理選択してください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【参考２】引取工程・フロン類回収工程での確認 
◆引取工程の使用済自動車の引渡報告画面（解体業者兼任限定） 
引取工程【1.1 フロン類回収業者への使用済自動車の引渡報告】【1.3 解体業者への使用済自動車の
引渡報告】画面にてリコール対象エアバッグ類装備車両の背景色が「オレンジ」で表示されます。 

 

 

 

 

 

※自動車メーカーが実施するリコール車両の追加及びリコール対策済み車台の削除により、背景色の 

「オレンジ」表示は点灯・消滅することから、必ず解体工程の引取報告画面を確認ください。 

 

◆フロン類回収工程（解体業者兼任限定） 

フロン類回収工程【1.1使用済自動車の引取報告】画面にてリコール対象エアバッグ類装備車両の
背景色が「オレンジ」で表示されます。 

リコール対象車両は背景色が「オレンジ」で表示されます。 

リコール対象車両は背景色が「オレンジ」で表示されます。 

 自動車メーカーが実施するリコール車両の追加及びリコール対策済み車台の削除により、

背景色の「オレンジ」表示は点灯・消滅することから、必ず解体工程の引取報告画面を 

ご確認ください。また特別費用支払対象車両は、解体工程でオレンジ表示されている 

リコール対象車台となります。 

 

【参考 1】オレンジ表示確認画面範囲 

解体業者の方で、引取業とフロン類回収業を兼任されている事業所は、引取工程の引渡報告画面、フロン類

回収工程の引取報告画面においても、リコール対象車台のオレンジ表記がされるようになっています。 

 



【確認④】対策済ステッカー有無、ステッカー番号の確認 
手順①の対象車台については、以下の内容にて確認いただき、リコール未対策の場合には、必ず  

取外回収を行い、作業①②に従って指定引取場所に引き渡してください。 
 

対策済ステッカー（例） 貼付場所 

必ずステッカー番号を確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 

運転席ドア開口部のドアロックストライカ

ー付近に貼付されています。 

    

リコール対策済み リコール未対策 

 

複

数

枚 

該当する全てのステッカーを貼付 

 
 
 
 
 
 
 
 

該当する全てのステッカー貼付 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
1

枚 

 
 
 

最新ステッカーを貼付 最新ステッカーを貼付 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

な

し 

  
 
 
 

 

 

例③ 

「3456」以上（例：

3457）ステッカーが 

貼付されている 

 

例② 

「3456」ステッカーが 

貼付されている 

 

例④ 

「3456」ステッカーが

貼付されていない 

 

例① 

「3456」ステッカーが

貼付されている 

 

XXXX 

ステッカー番号 

（注） 車両によってリコール対策済ステッカーの貼付方法が異なりますのでご注意ください。 

例⑤ 

「3456」以前（例：

3455）ステッカーが 

貼付されている 

 

例⑥ 

ステッカーが 

貼付されていない 

 



【作業①】リコール対象エアバッグの取外回収、分解 

リコール対象のエアバッグを車両から取り外しインフレータの状態まで分解 

したら、以下の手順に従い指定引取場所に引き渡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【作業②】梱包 

取外し後のインフレータは以下の要領で指定引取場所に引き渡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万一、事故等が発生した場合は、現場を保存（写真等による保存でも可能）の上 

速やかに自動車再資源化協力機構までご連絡ください。 

通常通り、回収袋に収納し、「全桁の車台番号（※）」を書いた荷札を付けてください。 

その際、荷札の車台番号を赤マジックで囲んでください。 

（※）指定引取場所等での車両特定の為、車台番号の全桁記入をお願いします。 

回収ケースに収納 

 
誤作動防止の為、 
ハーネスは必ず 
ショートさせて 
ください。 

車台番号：TN35-680702 

全桁記入！ 

赤マジックで囲む 

正しい性状

・インフレータ状態まで分解
・ハーネスを５ｃｍほど残し
て切断した上で、先端の被覆
をむき撚り合わせてショート

分解不十分
（付属品がついている）

短絡不良
（ハーネスを撚り合わせて
ショートしていない）

運
転
席

助
手
席

誤った性状




	新しいしおり

